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お知らせ ムハマド・ユヌス博⼠が来学し、講演されます！

浄⼟真宗の精神を建学の精神とする本学では、創⽴380年（2019
年）の基本コンセプトとして「⾃省利他」を掲げました。 その⼀環と
して、仏教の観点で持続可能な社会を考える「仏教SDGs」を推進、研
究および具現化を⾏う、ソーシャルビジネスに関する中核的な役割を
担うセンターを設置する構想が持ち上がり、「ユヌスソーシャルビジ
ネスリサーチセンター」が設置され、開所式にはムハマド・ユヌス博
⼠もお越しいただきました。

今般、7⽉8⽇(⼟)、およそ3年半ぶりにムハマド・ユヌス博⼠が本学
に来学し、本学の学⽣・教職員を対象（学内者限定）に講演くださる
予定です。詳細は、近⽇中にポータルサイトに掲載します。

お知らせ (株)やる気と経営学部加藤ゼミによる新商品開発が進んでいます！
伏⾒区に本社を置く株式会社やる気と経営学部加藤ゼミ（3年⽣）では、昨年度から、同社が⼿掛ける「韓丼」に

関する産学連携の取組みを⾏っています。
2022年度は「韓丼」を取り巻く業界理解と販売促進について学び、学⽣から企業担当者に向けてのプレゼンテー

ションが⾏われました。
今年度前期のゼミでは、この夏に「韓丼」で発売する新商品の開発に取り組んでいます。
学⽣が作成した4点の商品企画書をもとに社内会議で2点の開発が決定され、現在14名のゼミ⽣が2グループに分か

れて、試作を⾏っています。6⽉29⽇(⽊)には同社で新商品プレゼンテーションが⾏われ、7⽉20⽇(⽊)に韓丼が新堀
川店で販売が開始されます。ぜひ、学⽣考案のメニューをお召し上がりください！

ご報告 ⿓⾕講座を開催しました！！

本学では、1977年から社会貢献の⼀環として市⺠向けの講演会「⿓
⾕講座」を開催しています。
6⽉3⽇(⼟)に深草キャンパス顕真館で開催した今回の講座では、「ワ
イドナショー」（フジテレビ）、「マツコの知らない世界」（TBSテ
レビ）で紹介されるなど⼤きな反響を呼んだ「輝け!お寺の掲⽰板⼤
賞」の仕掛け⼈、江⽥ 智昭 ⽒にご登壇いただき、本学⼊澤 崇 学⻑と
も対談いただきました。

江⽥⽒には、企画者としての背景や実践について、⼊澤学⻑からは
仏教の役割や普遍性についてミニレクチャーをいただいた後、「仏教
を社会に伝える」ことについて対談いただきました。



お知らせ 7⽉のRECの活動

No.185
REC News Letterは毎⽉発⾏。次回は7⽉25⽇頃発⾏します。

※バックナンバーは下記よりご覧ください。
https://event.rec.seta.ryukoku.ac.jp/news_letter-3/

編集・発⾏：REC事務部
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・REC滋賀 RECホール（内線7744）
・REC京都 4号館2階（内線1193）

 「⿓⾕アカデミックプラザ」申込受付中
◇ 7⽉04⽇(⽕) … 古代インドの仏教美術−ガンダーラとマトゥラーを中⼼に− 打本 和⾳（独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会 特別研究員PD）
◇ 7⽉05⽇(⽔) … 法然聖⼈と⾨下の⼈びと−その⽣涯と教えについて学ぶ− ⻄河 唯（浄⼟真宗本願寺派宗学院別科助⼿・

⿓⾕⼤学⾮常勤講師）
◇ 7⽉11⽇(⽕)・7⽉25⽇(⽕)〜 古典短歌と北原⽩秋 安井 重雄（⿓⾕⼤学⽂学部教授）

中路 基夫（元滋賀県⽴⾼校教諭・⽇本近代⽂学会会員・
博⼠(⽂学)）

◇ 7⽉21⽇(⾦) … アダムとエバの⾃分探し−聖書を哲学する− 伊原⽊ 詩乃（⿓⾕⼤学⾮常勤講師）

 7⽉11⽇(⽕) 15:00〜17:00 第２回 REC BIZ-NET web研究会（ハイブリッド開催）
◇ 「おいしく⾷べる」を続けていくために 〜これからの⾼齢化社会に向けた⾷のあり⽅と技術⽀援〜

ファシリテーター：⼭崎 英恵（⿓⾕⼤学農学部⾷品栄養学科 教授）

 7⽉27⽇(⽊) 11:00〜12:00 びわ湖の⽇滋賀県連携公開講座 第１回「琵琶湖と私たちの暮らし」
場所：⿓⾕⼤学 ⼤阪梅⽥キャンパス

 7⽉29⽇(⼟) 13:30〜15:00 ⼤津市提携 ⿓⾕講座
◇ 令和５年度「おおつ学」⼤津⼈基礎講座(2)「農⼯ひとつのモノづくり〜叶 匠壽庵 寿⻑⽣の郷より〜」

場所：⼤津市役所
講師：芝⽥ 冬樹（叶 匠壽庵 代表取締役社⻑）

ご報告 「2023 NEW 環境展」に出展しました！！

5⽉24⽇(⽔)から26⽇(⾦)の3⽇間、東京ビッグサイトで開催された「2023NEW環境展」
（主催：⽇報ビジネス株式会社、後援：環境省、経済産業省、国⼟交通省、農林⽔産省、⽂部
科学省 他）に出展しました。

「NEW 環境展」のテーマは、「環境ビジネスの展開」。環境との共⽣を無視しては企業の
存続すら危ぶまれる時代になり、また国連が定める「SDGs」の推進にむけ環境汚染問題や地
球温暖化問題の解決は避けて通れない課題です。とりわけ資源有効利⽤や新エネルギー・省エ
ネルギーの推進、CO2排出削減技術の活⽤は、企業の環境・温暖化対策にとって最重要の取り
組みです。そうしたなか、各種課題に対応する様々な環境技術・サービスを⼀堂に展⽰情報発
信する事により環境保全への啓発を⾏い、国⺠⽣活の安定と環境関連産業の発展を⽬的として
います。今年は492社が出展し、3⽇間の来場者累計は90,604⼈と、アジア最⼤級の環境展で
す。

⿓⾕⼤学は、RECから「リサイクル(回収)技術」に関わる3つの研究シーズを出展しました。
・「希薄⽔溶液から貴⾦属を選択的に回収する新技術開発」 

先端理⼯学部 応⽤化学課程 教授 富﨑 欣也 
https://www.rikou.ryukoku.ac.jp/teachers/chem11.html

・「尿または下⽔添加によるリンおよび⾦属の同時除去とその回収技術」 
先端理⼯学部 環境⽣態⼯学課程 准教授 越川 博元 
https://www.rikou.ryukoku.ac.jp/teachers/est09.html

・「界⾯活性剤を利⽤した⽔中のAu, Ptの回収」 
先端理⼯学部 環境⽣態⼯学課程 講師 浅野 昌弘

 https://www.rikou.ryukoku.ac.jp/teachers/est13.html
開催後には、企業様から複数のお問い合わせや、RECで開催する研究会イベントへの申し込み
にもつながっています。
「2023 NEW環境展」ホームページ：https://www.n-expo.jp 


